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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理するユーザ情報管理サーバのクラ
イアントとなる情報処理装置、の端末となる端末装置であって、
　前記ユーザ情報管理サーバにより管理されるユーザのグループを前記情報処理装置内に
設定するためのグループ設定画面を提供するグループ設定画面提供手段を備え、
　前記グループ設定画面提供手段は、あるユーザが前記グループに属するか否かの条件を
規定するための、前記ユーザ情報管理項目及び当該ユーザ情報管理項目の前記項目値の入
力又は選択操作を行うグループ設定画面を提供し、
　前記グループ設定画面により入力又は選択操作されたユーザ情報管理項目及び当該ユー
ザ情報管理項目の項目値に一致するユーザ情報を有するユーザをグループメンバとする前
記グループを前記情報処理装置内に設定すること、
　を特徴とする端末装置。
【請求項２】
　前記情報処理装置を利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サーバに実行させる旨
の設定を前記情報処理装置内に設定するための認証設定画面を提供する認証設定画面提供
手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記情報処理装置を利用するユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に前記情報処理
装置内に設定するための利用制限設定画面を提供する利用制限設定画面提供手段を備える
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ことを特徴とする請求項１又は２に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記グループ設定画面提供手段は、前記グループ設定画面として、ユーザ情報管理項目
及び当該ユーザ情報管理項目の項目値の前記入力操作を文字入力操作で行うグループ設定
画面を提供することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項５】
　前記グループ設定画面提供手段は、前記グループ設定画面として、複数のユーザ情報管
理項目及び当該ユーザ情報管理項目の項目値の入力又は選択操作を、ＡＮＤ，ＯＲ，又は
ＮＯＴを用いて前記条件を規定するグループ設定画面を提供することを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項６】
前記グループ設定画面提供手段は、前記グループ設定画面として、前記グループの操作を
前記グループを表すアイコンのアイコン操作で行うグループ設定画面を提供することを特
徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項７】
　前記グループ設定画面又は前記利用制限設定画面では、複数個のグループを１個のグル
ープに併合する併合操作が可能であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に
記載の端末装置。
【請求項８】
　前記グループ設定画面又は前記利用制限設定画面では、１個のグループを複数個のグル
ープに分割する分割操作が可能であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
記載の端末装置。
【請求項９】
　前記グループ設定画面又は前記利用制限設定画面では、グループに属するユーザを参照
する参照操作が可能であることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の端末
装置。
【請求項１０】
　前記グループ設定画面又は前記利用制限設定画面では、グループを複製する複製操作が
可能であることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項１１】
　前記グループ設定画面又は前記利用制限設定画面では、グループを削除する削除操作が
可能であることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項１２】
　前記グループは、ＸＭＬにて記述されてＳＯＡＰにて前記情報処理装置内に設定される
ことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項１３】
　前記ユーザ情報管理サーバは、ＬＤＡＰサーバであることを特徴とする請求項１乃至１
２のいずれか１項に記載の端末装置。
【請求項１４】
　前記情報処理装置は、画像形成装置であることを特徴とする請求項１乃至１３のいずれ
か１項に記載の端末装置。
【請求項１５】
　ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理するユーザ情報管理サーバのクラ
イアントとなる情報処理装置、の端末となる端末装置によって実行される情報処理方法で
あって、
　前記ユーザ情報管理サーバにより管理されるユーザのグループを前記情報処理装置内に
設定するためのグループ設定画面を提供するグループ設定画面提供段階を備え、
　前記グループ設定画面提供段階は、あるユーザが前記グループに属するか否かの条件を
規定するための、前記ユーザ情報管理項目及び当該ユーザ情報管理項目の前記項目値の入
力又は選択操作を行うグループ設定画面を提供し、
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　前記グループ設定画面により入力又は選択操作されたユーザ情報管理項目及び当該ユー
ザ情報管理項目の項目値に一致するユーザ情報を有するユーザをグループメンバとする前
記グループを前記情報処理装置内に設定すること、
　を特徴とする情報処理方法。
【請求項１６】
　前記情報処理装置を利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サーバに実行させる旨
の設定を前記情報処理装置内に設定するための認証設定画面を提供する認証設定画面提供
段階を備えることを特徴とする請求項１５に記載の情報処理方法。
【請求項１７】
　前記情報処理装置を利用するユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に前記情報処理
装置内に設定するための利用制限設定画面を提供する利用制限設定画面提供段階を備える
ことを特徴とする請求項１５又は１６に記載の情報処理方法。
【請求項１８】
　請求項１５乃至１７のいずれか１項に記載の情報処理方法をコンピュータに実行させる
情報処理プログラム。
【請求項１９】
　請求項１５乃至１７のいずれか１項に記載の情報処理方法をコンピュータに実行させる
情報処理プログラムが記録されたコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２０】
　ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理するユーザ情報管理サーバのクラ
イアントとなり、前記ユーザ情報管理サーバにより管理されるユーザ又はユーザのグルー
プの権限に応じてユーザの利用を許可する情報処理装置であって、
　あるユーザが前記グループに属するか否かの条件を規定するための、前記ユーザ情報管
理項目及び当該ユーザ情報管理項目の前記項目値の入力又は選択操作を行うグループ設定
画面より、入力又は選択操作されたユーザ情報管理項目及び当該ユーザ情報管理項目の項
目値に一致するユーザ情報を有するユーザをグループメンバとする前記グループを設定す
ること、
　を特徴とする情報処理装置。
【請求項２１】
　当該情報処理装置を利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サーバに実行させる旨
の設定を当該情報処理装置の端末により当該情報処理装置内に設定可能であることを特徴
とする請求項２０に記載の情報処理装置。
【請求項２２】
　当該情報処理装置を利用するユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に当該情報処理
装置の端末により当該情報処理装置内に設定可能であることを特徴とする請求項２０又は
２１に記載の情報処理装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルコンピュータ等の端末装置と、主たる機能として情報処理機能を
備える情報機器／従たる機能として情報処理機能を備える電気機器等の情報処理装置と、
情報処理方法と、情報処理プログラムと、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体とに関する。主たる
機能として情報処理機能を備える情報機器の具体例としては、パーソナルコンピュータが
挙げられる。従たる機能として情報処理機能を備える電気機器の具体例としては、近年、
情報処理機能の高度化が目覚しいコピー／プリンタ／スキャナ／ファクシミリ／複合機／
融合機等の画像形成装置が挙げられる。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コピーとプリンタとスキャナとファクシミリとしての機能を備える複合機や融合
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機が市販されるようになった。複合機や融合機は、撮像部や印刷部や通信部や操作表示部
等のハードウェアを備えると共に、コピーとプリンタとスキャナとファクシミリに対応す
る４種類のソフトウェアを備え、これらのソフトウェアが切り替わることにより、コピー
やプリンタやスキャナやファクシミリとして機能する。複合機や融合機は、コピーやプリ
ンタとして機能する場合、画像を印刷用紙等に印刷することになり、コピーやスキャナと
して機能する場合、画像を読取原稿等から読み取ることになり、ファクシミリとして機能
する場合、画像を電話回線等を介して他の機器と授受することになる。
【特許文献１】特開２００２－８４３８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　複合機や融合機の機能の中には「ユーザ情報」が必要となる機能が存在する。例えば、
複合機や融合機がスキャナやファクシミリとして機能する場合、メールアドレスやファク
シミリ電話番号等の「ユーザ情報」が必要となる。複合機や融合機には、これらのユーザ
情報を管理する機能が用意されているのが通例であるところ、複合機や融合機にさらに、
これらのユーザ情報を管理する「ユーザ情報管理サーバ」からこれらのユーザ情報を取得
する機能が用意されていると便利である。このような「ユーザ情報管理サーバ」の具体例
としては、ＬＤＡＰ（Ｌｉｇｈｔｗｅｉｇｈｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）サーバが挙げられる。
【０００４】
　ＬＤＡＰでは、人間や組織は「オブジェクト」として観念される。個々のオブジェクト
の情報は、個々のオブジェクトの「エントリ」に格納されて管理される。エントリには、
オブジェクトの種類に関する情報である「オブジェクトクラス」や、オブジェクトの性質
に関する情報である「属性」等が格納される。属性は、ｃ（国）ｏ（組織）ｏｕ（組織内
単位）ｃｎ（姓名）ｓｎ（姓）ｇｉｖｅｎＮａｍｅ（名）ｍａｉｌ（メールアドレス）ｆ
ａｃｓｉｍｉｌｅＴｅｌｅｐｈｏｎｅＮｕｍｂｅｒ（ファクシミリ電話番号）等の「属性
型」と、ｃ：日本，ｏ：リコー，ｏｕ：研究開発部，ｃｎ：鈴木太郎，ｓｎ：鈴木，ｇｉ
ｖｅｎＮａｍｅ：太郎等の「属性値」により構成される。エントリはオブジェクトクラス
により階層化されているため、各エントリの識別名（ＤＮ）は各エントリの１属性（識別
属性）に由来する各エントリの相対識別名（ＲＤＮ）を階層順に並べて構成される。
【０００５】
　ＬＤＡＰクライアントとＬＤＡＰサーバの間では、種々の要求と応答が繰り返される。
ＬＤＡＰでは、結合（ｂｉｎｄ）や結合解放（ｕｎｂｉｎｄ）等の認証系操作、検索（ｓ
ｅａｒｃｈ）や比較（ｃｏｍｐａｒｅ）等の問合せ系操作、追加（ａｄｄ）や削除（ｄｅ
ｌｅｔｅ）や変更（ｍｏｄｉｆｙ）等の更新系操作が用意されている。例えば、ＬＤＡＰ
クライアントからＬＤＡＰサーバに検索操作が要求（検索要求）されると、これに応じて
ＬＤＡＰサーバからＬＤＡＰクライアントに検索結果が応答（検索応答）される。
【０００６】
　ところで、複合機や融合機の情報処理機能の高度化に伴い、複合機や融合機を利用する
ユーザの認証処理を実施するような複合機や融合機が増えている。複合機や融合機を利用
するユーザの認証処理の実施形態は、複合機や融合機を利用するユーザの認証処理を複合
機や融合機が実行する「ローカル認証」と、複合機や融合機を利用するユーザの認証処理
をＮＴサーバやＬＤＡＰサーバ等の「認証サーバ」に実行させるＮＴ認証やＬＤＡＰ認証
等の「リモート認証」とに分類することができる。
【０００７】
　さらには、複合機や融合機の情報処理機能の高度化に伴い、複合機や融合機を利用する
ユーザの利用制限処理を実施するような複合機や融合機が増えている。複合機や融合機を
利用するユーザの利用制限処理を実施するような場合、ユーザＡには機能Ａの利用を許可
してユーザＢには機能Ｂの利用を許可するというように、利用制限を「ユーザ毎」に設定
するよりは、グループＡに属するユーザには機能Ａの利用を許可してグループＢに属する
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ユーザには機能Ｂの利用を許可するというように、利用制限を「グループ毎」に設定する
方が便利なことがあるだろう。しかし、これを実現するためには、複合機や融合機を利用
するユーザのグループを設定する手段が存在することが前提となる。
【０００８】
　したがって、本発明は、画像形成装置等の情報処理装置を利用するユーザ等のグループ
を設定するための手法を提案することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明（端末装置）は、ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理するユー
ザ情報管理サーバのクライアントとなる情報処理装置、の端末となる端末装置であって、
あるユーザがグループに属するか否かが、前記ユーザ情報管理サーバに管理されているそ
のユーザのユーザ情報が所定のユーザ情報管理項目に所定の項目値が格納されているか否
かに係る条件をクリアするか否か、で規定されるようなグループを前記情報処理装置内に
設定するためのグループ設定画面を提供するグループ設定画面提供手段を備える。
 
【００１０】
　本発明（端末装置）は、情報処理装置を利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サ
ーバに実行させる旨の設定を前記情報処理装置内に設定するための認証設定画面を提供す
る認証設定画面提供手段を備える。
 
【００１１】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）において、前記情報処理装置を利用する
ユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に前記情報処理装置内に設定するための利用制
限設定画面を提供する利用制限設定画面提供手段を備える。
 
【００１２】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面提供手段は
、前記グループ設定画面として、前記条件の設定操作を文字入力操作で行うようなグルー
プ設定画面を提供する。
 
【００１３】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面提供手段は
、前記グループ設定画面として、前記条件の設定操作をユーザ情報管理項目の選択操作と
項目値の選択操作とで行うようなグループ設定画面を提供する。
 
【００１４】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面提供手段は
、前記グループ設定画面として、前記条件の設定操作をユーザ情報管理項目の選択操作と
項目値の選択操作とＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴの選択操作とで行うようなグループ設定画面を
提供する。
 
【００１５】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面提供手段は
、前記グループ設定画面として、前記グループの操作を前記グループを表すアイコンのア
イコン操作で行うようなグループ設定画面を提供する。
 
【００１６】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面又は前記利
用制限設定画面では、複数個のグループを１個のグループに併合する併合操作が可能であ
る。
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【００１７】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面又は前記利
用制限設定画面では、１個のグループを複数個のグループに分割する分割操作が可能であ
る。
 
【００１８】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面又は前記利
用制限設定画面では、グループに属するユーザを参照する参照操作が可能である。
 
【００１９】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面又は前記利
用制限設定画面では、グループを複製する複製操作が可能である。
 
【００２０】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループ設定画面又は前記利
用制限設定画面では、グループを削除する削除操作が可能である。
 
【００２１】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記グループは、ＸＭＬにて記述
されてＳＯＡＰにて前記情報処理装置内に設定される。
 
【００２２】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記ユーザ情報管理サーバは、Ｌ
ＤＡＰサーバである。
 
【００２３】
　本発明（端末装置）は、前記発明（端末装置）にて、前記情報処理装置は、画像形成装
置である。
 
【００２４】
　本発明（情報処理方法）は、ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理する
ユーザ情報管理サーバのクライアントとなる情報処理装置、の端末となる端末装置によっ
て実行される情報処理方法であって、あるユーザがグループに属するか否かが、前記ユー
ザ情報管理サーバに管理されているそのユーザのユーザ情報が所定のユーザ情報管理項目
に所定の項目値が格納されているか否かに係る条件をクリアするか否か、で規定されるよ
うなグループを前記情報処理装置内に設定するためのグループ設定画面を提供するグルー
プ設定画面提供段階を備える。
 
【００２５】
　本発明（情報処理方法）は、前記発明（情報処理方法）において、前記情報処理装置を
利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サーバに実行させる旨の設定を前記情報処理
装置内に設定するための認証設定画面を提供する認証設定画面提供段階を備える。
 
【００２６】
　本発明（情報処理方法）は、前記発明（情報処理方法）において、前記情報処理装置を
利用するユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に前記情報処理装置内に設定するため
の利用制限設定画面を提供する利用制限設定画面提供段階を備える。
 
【００２７】
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　本発明（情報処理プログラム）は、前記情報処理方法をコンピュータに実行させる情報
処理プログラムである。
 
【００２８】
　本発明（記録媒体）は、前記情報処理方法をコンピュータに実行させる情報処理プログ
ラムが記録されたコンピュータ読取可能な記録媒体である。
 
【００２９】
　本発明（情報処理装置）は、ユーザ情報をユーザ情報管理項目の項目値として管理する
ユーザ情報管理サーバのクライアントとなる情報処理装置であって、あるユーザがグルー
プに属するか否かが、前記ユーザ情報管理サーバに管理されているそのユーザのユーザ情
報が所定のユーザ情報管理項目に所定の項目値が格納されているか否かに係る条件をクリ
アするか否か、で規定されるようなグループを当該情報処理装置の端末により当該情報処
理装置内に設定可能である。
 
【００３０】
　本発明（情報処理装置）は、前記発明（情報処理装置）において、当該情報処理装置を
利用するユーザの認証を前記ユーザ情報管理サーバに実行させる旨の設定を当該情報処理
装置の端末により当該情報処理装置内に設定可能である。
 
【００３１】
　本発明（情報処理装置）は、前記発明（情報処理装置）において、当該情報処理装置を
利用するユーザの利用制限の設定を前記グループ毎に当該情報処理装置の端末により当該
情報処理装置内に設定可能である。
 
【００３２】
　本発明（端末装置）によると、ユーザ情報管理サーバにユーザ情報が管理されているユ
ーザのグループを情報処理装置内に設定できる。
 
【００３３】
　本発明（端末装置）によると更に、情報処理装置を利用するユーザの認証をユーザ情報
管理サーバに実行させる旨の設定を情報処理装置内に設定できる。
 
【００３４】
　本発明（端末装置）によると更に、情報処理装置を利用するユーザの利用制限の設定を
「グループ毎」に情報処理装置内に設定できる。
 
【００３５】
　本発明（端末装置）によると、条件の設定操作を文字入力操作で行うことができる。
 
【００３６】
　本発明（端末装置）によると、条件の設定操作を「ユーザ情報管理項目」の選択操作と
「項目値」の選択操作とで行うことができるため、条件の設定を簡単に行うことができる
。
 
【００３７】
　本発明（端末装置）によると、条件の設定操作を「ユーザ情報管理項目」の選択操作と
「項目値」の選択操作と「ＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴ」の選択操作とで行うことができるため
、ＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴが登場する条件の設定も簡単に行うことができる。
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【００３８】
　本発明（端末装置）によると、グループの操作をグループを表すアイコンのアイコン操
作で行うことができるため、グループの操作が感覚的（特に視覚的）に理解しやすいもの
となる。
 
【００３９】
　本発明（情報処理方法）によると、ユーザ情報管理サーバにユーザ情報が管理されてい
るユーザのグループを情報処理装置内に設定できる。
 
【００４０】
　本発明（情報処理方法）によると更に、情報処理装置を利用するユーザの認証をユーザ
情報管理サーバに実行させる旨の設定を情報処理装置内に設定できる。
 
【００４１】
　本発明（情報処理方法）によると更に、情報処理装置を利用するユーザの利用制限の設
定を「グループ毎」に情報処理装置内に設定できる。
【発明の効果】
【００４２】
　このように、本発明は、画像形成装置等の情報処理装置を利用するユーザ等のグループ
を設定するための手法を提案するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　図３７は、本発明の実施例に該当する情報処理装置１１を表す。図３７の情報処理装置
１１は、種々のハードウェア２１と、種々のソフトウェア２２と、起動部２３により構成
される。
【００４４】
　情報処理装置１１のハードウェア２１としては、ＣＰＵやＲＯＭやＲＡＭやＨＤＤ等に
より構成される情報処理部、ＭＯＤＥＭやＮＩＣ等により構成される通信部、キーボード
やマウスやディスプレイ等により構成される操作表示部が存在する。
【００４５】
　情報処理装置１１のソフトウェア２２としては、種々のアプリケーション３１、種々の
プラットフォーム３２が存在する。プラットフォーム３２としては、情報処理部に関する
制御を行うモジュール、通信部に関する仲介を行うモジュール、操作表示部に関する制御
を行うモジュール、ユーザ情報の管理に関する制御を行うモジュール、システムの管理に
関する制御を行うモジュールが存在する。これらのプログラムは、ＵＮＩＸ（登録商標）
等のＯＳ（オペレーティングシステム）によりプロセス単位で並列的に実行される。
【００４６】
　起動部２３は、情報処理装置１１の電源投入時に最初に実行される。これにより、ＵＮ
ＩＸ（登録商標）等のＯＳが起動され、アプリケーション３１やプラットフォーム３２が
起動される。これらのプログラムは、ＨＤＤやメモリカードに蓄積されており、ＨＤＤや
メモリカードから再生されて、ＲＡＭに起動されることになる。
【００４７】
　図３７の情報処理装置１１の例としては、主たる機能として情報処理機能を備える情報
機器や、従たる機能として情報処理機能を備える電気機器等が挙げられる。主たる機能と
して情報処理機能を備える情報機器の具体例としては、パーソナルコンピュータが挙げら
れる。従たる機能として情報処理機能を備える電気機器の具体例としては、近年、情報処
理機能の高度化が目覚しいコピー／プリンタ／スキャナ／ファクシミリ／複合機／融合機
等の画像形成装置が挙げられる。以下、情報処理装置１１の具体例である融合機１０１に
ついて説明する。
【００４８】
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　図１は、本発明の実施例に該当する融合機１０１を表す。図１の融合機１０１は、種々
のハードウェア１１１と、種々のソフトウェア１１２と、融合機起動部１１３により構成
される。図１の融合機１０１は、コピーやプリンタやスキャナやファクシミリとして機能
することができる。
【００４９】
　融合機１０１のハードウェア１１１としては、撮像部１２１と、印刷部１２２と、その
他のハードウェア１２３が存在する。
【００５０】
　撮像部１２１は、原稿から画像（画像データ）を読み取るためのハードウェアであり、
コピーやスキャナやファクシミリとして機能する際に使用される。撮像部１２１は、白黒
画像用の物でもカラー画像用の物でもよい。撮像部１２１は、原稿に関する機構として、
原稿セット部等を備える。
【００５１】
　印刷部１２２は、画像（画像データ）を印刷用紙等の印刷媒体に印刷するためのハード
ウェアであり、コピーやプリンタやファクシミリとして機能する際に使用される。印刷部
１２２は、白黒画像用の物でもカラー画像用の物でもよい。印刷部１２２は、ここでは電
子写真方式を採用しており、感光体、帯電機、露光機、現像機、転写機、定着機等を備え
る。印刷部１２２は、印刷用紙等に関する機構として、給紙部、排紙部、印刷用紙等搬送
機構等を備える。
【００５２】
　その他のハードウェア１２３については、図２において説明する。
【００５３】
　融合機１０１のソフトウェア１１２としては、種々のアプリケーション１３１と、種々
のプラットフォーム１３２が存在する。これらのプログラムは、ＵＮＩＸ（登録商標）等
のＯＳ（オペレーティングシステム）によりプロセス単位で並列的に実行される。
【００５４】
　アプリケーション１３１は、コピーやプリンタやスキャナやファクシミリ等の機能に固
有な情報処理を実行するためのソフトウェアである。アプリケーション１３１としては、
コピー用のアプリケーションであるコピーアプリ１４１と、プリンタ用のアプリケーショ
ンであるプリンタアプリ１４２と、スキャナ用のアプリケーションであるスキャナアプリ
１４３と、ファクシミリ用のアプリケーションであるファクシミリアプリ１４４と、ネッ
トワークファイル用のアプリケーションであるネットワークファイルアプリ１４５が存在
する。ネットワークファイルアプリ１４５は、ＨＴＭＬ文書等の閲覧用のＷｅｂブラウザ
や、ＨＴＭＬ文書等の配信用のＷｅｂサーバソフトにより構成される。
【００５５】
　プラットフォーム１３２は、アプリケーション１３１からの処理要求に関する情報処理
を実行するためのソフトウェアである。アプリケーション１３１からの処理要求の受信に
は、予め定義されている関数により処理要求を受信するアプリケーションプログラムイン
タフェース（ＡＰＩ）１３３を利用して、要求内容の実施には、エンジンインタフェース
１３４を利用する。プラットフォーム１３２としては、種々のコントロールサービス１５
１と、システムリソースマネージャ１５２と、種々のハンドラ１５３が存在する。
【００５６】
　コントロールサービス１５１は、アプリケーション１３１からの処理要求を解釈して、
解釈結果に応じてハードウェア１１１の獲得要求を発生させる。コントロールサービス１
５１としては、ネットワークコントロールサービス（ＮＣＳ）１６１と、ファクシミリコ
ントロールサービス（ＦＣＳ）１６２と、デリバリコントロールサービス（ＤＣＳ）１６
３と、エンジンコントロールサービス（ＥＣＳ）１６４と、メモリコントロールサービス
（ＭＣＳ）１６５と、オペレーションパネルコントロールサービス（ＯＣＳ）１６６と、
サーティフィケーションコントロールサービス（ＣＣＳ）１６７と、ユーザディレクトリ
コントロールサービス（ＵＣＳ）１６８と、システムコントロールサービス（ＳＣＳ）１
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６９が存在する。
【００５７】
　ＮＣＳ１６１のプロセスは、ネットワーク等を介してデータ通信を行うための仲介を行
う。ＦＣＳ１６２のプロセスは、ファクシミリとして画像データ通信・画像データ読取・
画像データ印刷等を行うためのＡＰＩを提供する。ＤＣＳ１６３のプロセスは、融合機１
０１に蓄積された文書データの配信に関する制御を行う。ＥＣＳ１６４のプロセスは、撮
像部１２１や印刷部１２２等のエンジン部に関する制御を行う。ＭＣＳ１６５のプロセス
は、画像データ記憶・画像データ処理等のメモリやハードディスクドライブに関する制御
を行う。ＯＣＳ１６６のプロセスは、オペレーションパネルに関する制御を行う。ＣＣＳ
１６７のプロセスは、認証処理や課金処理に関する制御を行う。ＵＣＳ１６８のプロセス
は、ユーザ情報の管理に関する制御を行う。ＳＣＳ１６９のプロセスは、システムの管理
に関する制御を行う。
【００５８】
　システムリソースマネージャ（ＳＲＭ）１５２は、ハードウェア１１１の獲得要求を調
停して、調停結果に応じて要求内容を実施するための制御を行う。詳細に言うと、ＳＲＭ
１５２のプロセスは、獲得要求に係るハードウェア１１１が利用可能か否か（他の獲得要
求と競合しないか否か）を判定して、利用可能である場合にはその旨をコントロールサー
ビス１５１の各プロセスに通知する。さらに、獲得要求に係るハードウェア１１１の利用
スケジュールを作成して、作成結果に応じて要求内容を実施するための制御を行う。
【００５９】
　ハンドラ１５３は、調停結果に応じてハードウェア１１１を管理する。ハンドラ１５３
としては、ファクシミリコントロールユニットハンドラ（ＦＣＵＨ）１７１と、イメージ
メモリハンドラ（ＩＭＨ）１７２が存在する。ＦＣＵＨ１７１は、ファクシミリコントロ
ールユニットを管理する。ＩＭＨ１７２は、各プロセスにメモリを割り振り、各プロセス
に割り振ったメモリを管理する。
【００６０】
　融合機起動部１１３は、融合機１０１の電源投入時に最初に実行される。これにより、
ＵＮＩＸ（登録商標）等のＯＳが起動され、アプリケーション１３１やプラットフォーム
１３２が起動される。これらのプログラムは、ハードディスクドライブやメモリカードに
蓄積されており、ハードディスクドライブやメモリカードから再生されて、メモリに起動
されることになる。
【００６１】
　図２は、図１の融合機１０１に係るハードウェア構成図である。融合機１０１のハード
ウェア１１１としては、コントローラ２０１と、オペレーションパネル２０２と、ファク
シミリコントロールユニット（ＦＣＵ）２０３と、撮像部１２１と、印刷部１２２が存在
する。撮像部１２１と印刷部１２２を除く各構成要素が、図１の「その他のハードウェア
１２３」に該当する。
【００６２】
　コントローラ２０１は、ＣＰＵ２１１と、ＡＳＩＣ２１２と、ＮＢ（ノースブリッジ）
２２１と、ＳＢ（サウスブリッジ）２２２と、ＭＥＭ－Ｐ（システムメモリ）２３１と、
ＭＥＭ－Ｃ（ローカルメモリ）２３２と、ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）２３３と、
メモリカードスロット２３４と、ＮＩＣ（ネットワークインタフェースコントローラ）２
４１と、ＵＳＢデバイス２４２と、ＩＥＥＥ１３９４デバイス２４３と、セントロニクス
デバイス２４４により構成される。
【００６３】
　ＣＰＵ２１１は、種々の情報処理を実行するためのＩＣであり、アプリケーション１３
１やプラットフォーム１３２をＵＮＩＸ（登録商標）等のＯＳによりプロセス単位で並列
的に実行する。ＡＳＩＣ２１２は、画像処理用のＩＣである。ＮＢ２２１は、ＣＰＵ２１
１とＡＳＩＣ２１２を接続するためのブリッジである。ＳＢ２２２は、ＮＢ２２１と周辺
機器等を接続するためのブリッジである。ＡＳＩＣ２１２とＮＢ２２１は、ＡＧＰ（Ａｃ



(11) JP 4383212 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

ｃｅｌｅｒａｔｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｏｒｔ）を介して接続されている。
【００６４】
　ＭＥＭ－Ｐ２３１は、ＮＢ２２１に接続されたメモリである。ＭＥＭ－Ｃ２３２は、Ａ
ＳＩＣ２１２に接続されたメモリである。ＨＤＤ２３３は、ＡＳＩＣ２１２に接続された
ストレージであり、画像データ蓄積・文書データ蓄積・プログラム蓄積・フォントデータ
蓄積・フォームデータ蓄積等を行うために使用される。メモリカードスロット２３４は、
ＳＢ２２２に接続されたスロットであり、メモリカード２３５をセット（挿入）するため
に使用される。
【００６５】
　ＮＩＣ２４１は、ネットワーク等を介してＭＡＣアドレス等を使用したデータ通信を行
うためのコントローラである。ＵＳＢデバイス２４２は、ＵＳＢ規格に準拠したシリアル
ポートを提供するためのデバイスである。ＩＥＥＥ１３９４デバイス２４３は、ＩＥＥＥ
１３９４規格に準拠したシリアルポートを提供するためのデバイスである。セントロニク
スデバイス２４４は、セントロニクス仕様に準拠したパラレルポートを提供するためのデ
バイスである。ＮＩＣ２４１と、ＵＳＢデバイス２４２と、ＩＥＥＥ１３９４デバイス２
４３と、セントロニクスデバイス２４４は、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏ
ｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｅｃｔ）バスを介してＮＢ２２１とＳＢ２２２に接続されて
いる。
【００６６】
　オペレーションパネル２０２は、オペレータが融合機１０１に入力を行うためのハード
ウェア（操作部）であると共に、オペレータが融合機１０１から出力を得るためのハード
ウェア（表示部）である。オペレーションパネル２０２は、ＡＳＩＣ２１２に接続されて
いる。ＦＣＵ２０３と、撮像部１２１と、印刷部１２２は、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａ
ｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｅｃｔ）バスを介してＡＳＩＣ２１２に接続
されている。
【００６７】
　図３は、図１の融合機１０１に係る外観図である。図３には、撮像部１２１の位置と、
印刷部１２２の位置と、オペレーションパネル２０２の位置が図示されている。図３には
また、原稿をセットするための原稿セット部３０１と、印刷用紙等の給紙先となる給紙部
３０２と、印刷用紙等の排紙先となる排紙部３０３が図示されている。原稿セット部３０
１は、撮像部１２１の構成要素であり、給紙部３０２と排紙部３０３は、印刷部１２２の
構成要素である。
【００６８】
　オペレーションパネル２０２は、図４のように、タッチパネル３１１と、テンキー３１
２と、スタートボタン３１３と、リセットボタン３１４と、初期設定ボタン３１５により
構成される。
【００６９】
　タッチパネル３１１は、タッチ操作で入力を行うためのハードウェア（タッチ操作部）
であると共に、画面表示で出力を得るためのハードウェア（画面表示部）である。テンキ
ー３１２は、キー操作で数字入力を行うためのハードウェアである。スタートボタン３１
３は、ボタン操作でスタート操作を行うためのハードウェアである。リセットボタン３１
４は、ボタン操作でリセット操作を行うためのハードウェアである。初期設定ボタン３１
５は、ボタン操作で初期設定画面を表示させるためのハードウェアである。
【００７０】
　融合機１０１は、原稿セット部３０１に原稿がセットされている場合、スタートボタン
３１３が押されることで、撮像部１２１によりその原稿から画像を読み取る。融合機１０
１は、コピーとして機能する場合、印刷部１２２によりその画像を印刷用紙等に印刷する
ことになり、ファクシミリとして機能する場合、ＦＣＵ２０３やＮＩＣ２４１によりその
画像を電話回線やネットワーク等を介して他の機器に送信することになる。印刷用紙等の
給紙先は給紙部３０２であり、印刷用紙等の排紙先は排紙部３０３である。
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【００７１】
　原稿セット部３０１は、ＡＤＦ（自動原稿搬送装置）３２１と、フラットベッド３２２
と、フラットベッドカバー３２３により構成される。給紙部３０２は、４個の給紙トレイ
と１個の手差しトレイにより構成される。排紙部３０３は、１個の排紙トレイにより構成
される。
【００７２】
　ＡＤＦ３２１には、複数枚の原稿を重ねてセットすることができる。融合機１０１は、
ＡＤＦ３２１に原稿がセットされている場合、スタートボタン３１３が押されることで、
撮像部１２１によりその原稿から画像を読み取る。詳細に言うと、ＡＤＦ３２１に複数枚
の原稿が重ねてセットされている場合、スタートボタン３１３が押されることで、ＡＤＦ
３２１が、図３の矢印のような経路で複数枚の原稿を１枚ずつ搬送し、撮像部１２１が、
図３の矢印のような経路で１枚ずつ搬送される原稿から画像を読み取る。
【００７３】
　フラットベッド３２２には、原稿を下向きにセットする。融合機１０１は、フラットベ
ッド３２２に原稿がセットされている場合、スタートボタン３１３が押されることで、撮
像部１２１によりその原稿から画像を読み取る。詳細に言うと、フラットベッド３２２に
原稿が下向きにセットされている場合、スタートボタン３１３が押されることで、撮像部
１２１が、透明なフラットベッド３２２を介して対面する原稿から画像を読み取る。
【００７４】
　（ユーザ情報）
　図１の融合機１０１のユーザ情報について説明する。
【００７５】
　図１の融合機１０１では、ユーザ情報は、ＵＣＳ１６８によってＨＤＤ２３３等に蓄積
されて管理されると共に、スキャナアプリ１４３やファクシミリアプリ１４４等によって
利用される。融合機１０１がスキャナやファクシミリとして機能する場合に、メールアド
レスやファクシミリ電話番号等のユーザ情報が必要となるからである。融合機１０１は、
ＵＣＳ１６８によって管理されているユーザ情報を利用して、画像をネットワークや電話
回線等を介して他の機器に送信するなどの画像形成処理（コピーやプリンタやスキャナや
ファクシミリとしての処理）を実行することができる。
【００７６】
　図１の融合機１０１では、ユーザ情報は、ＵＣＳ１６８によって図５のようなアドレス
帳で管理される。すなわち、ユーザ（エントリ）はユーザＩＤ（エントリＩＤ）をもって
管理され、ユーザ情報は「名前」「表示名」「よみがな」「メール宛先」「ＦＡＸ宛先」
等の管理項目の項目値として管理される。個々のユーザのユーザ情報のデータ構造は、図
６のようなツリー構造となる。すなわち、管理項目「名前」や「表示名」等が親項目とな
り、管理項目「メール宛先」や「ＦＡＸ宛先」等が子項目となる。なお、１のユーザのユ
ーザ情報は、通常１個のエントリに格納されて管理されるが、複数個のエントリに格納さ
れて管理される場合もある。
【００７７】
　図１の融合機１０１は、ユーザ情報を、ＵＣＳ１６８によってＬＤＡＰサーバから取得
することができる。ＵＣＳ１６８によってＬＤＡＰサーバから取得されたユーザ情報は、
ＵＣＳ１６８によってＨＤＤ２３３等に蓄積されて管理されることになる。融合機１０１
はここでは、図７のように、３台のＬＤＡＰサーバ４０１（ＬＤＡＰサーバＡ，Ｂ，Ｃ）
とＬＡＮ等のネットワーク４１１で接続されており、ＬＤＡＰサーバ４０１からＬＡＮ等
のネットワーク４１１を介してユーザ情報を取得することができる。
【００７８】
　この様子を図７と図８に基づいて説明する。図７と図８はそれぞれ、ユーザ情報の取得
処理について説明するためのシステム構成図とシーケンス図である。
【００７９】
　スキャナアプリ１４３やファクシミリアプリ１４４は、図７のようなスキャナ操作画面
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４２１やファクシミリ操作画面４２２をタッチパネル３１１（図４）に表示する。サーバ
情報の取得処理を開始する契機となる操作がこれら操作画面を介して入力されると、スキ
ャナアプリ１４３等からＵＣＳ１６８にサーバ情報の取得要求が送信（Ｓ１０）される。
これに応じて、ＵＣＳ１６８からスキャナアプリ１４３等にサーバ情報が提供（Ｓ２０）
される。
【００８０】
　図１の融合機１０１は、サーバ情報（ＬＤＡＰサーバ情報）を、ＵＣＳ１６８によって
ＨＤＤ２３３等に蓄積して管理することができる。サーバ（ＬＤＡＰサーバ）からユーザ
情報を取得する場合等に利用するためである。サーバ情報はサーバごとにＨＤＤ２３３等
に蓄積されて管理される。サーバ情報の管理項目は「サーバ名」「ポート番号」「ＩＰア
ドレス」等である。
【００８１】
　図１の融合機１０１では、サーバ情報の登録／変更操作を行うことができる。この様子
を図９に基づいて説明する。図９は、サーバ情報の登録／変更操作について説明するため
の画面遷移図である。初期設定画面５０１は、初期設定ボタン３１５（図４）が押される
とタッチパネル３１１（図４）に表示される。初期設定画面５０１で「システム初期設定
ボタン５１１」がタッチされると、システム初期設定画面５０２に画面が移る。システム
初期設定画面５０２で「ＬＤＡＰサーバ登録／変更ボタン５１２」がタッチされると、Ｌ
ＤＡＰサーバ登録／変更画面５０３に画面が移る。ＬＤＡＰサーバ登録／変更画面５０３
でサーバ情報が入力されて「設定ボタン５１３」がタッチされると、サーバ情報が登録／
変更される。これら設定画面は、ＳＣＳ１６９によりタッチパネル３１１（図４）に表示
される。
【００８２】
　Ｓ１０の処理とＳ２０の処理とに続いて、ユーザ情報の取得処理を開始する契機となる
操作が入力されると、スキャナアプリ１４３等からＵＣＳ１６８にユーザ情報の検索要求
が送信（Ｓ３０）される。これに応じて、ＵＣＳ１６８からＬＤＡＰサーバ４０１に検索
操作が要求（Ｓ４０）される。これに応じて、ＬＤＡＰサーバ４０１からＵＣＳ１６８に
検索結果が応答（Ｓ５０）される。これに応じて、ＵＣＳ１６８からスキャナアプリ１４
３等にユーザ情報の検索終了通知が送信（Ｓ６０）される。続いて、スキャナアプリ１４
３等からＵＣＳ１６８にユーザ情報の取得要求が送信（Ｓ７０）される。これに応じて、
ＵＣＳ１６８からスキャナアプリ１４３等にユーザ情報が提供（Ｓ８０）される。
【００８３】
　この様子を図１０に基づいて更に説明する。図１０は、ユーザ情報の取得処理について
説明するための画面遷移図である。
【００８４】
　画面Ａは、スキャナ操作画面４２１である。画面Ａで「ルーペボタン６０１」がタッチ
されると、画面Ｂに画面が移る。画面Ｂで「ＬＤＡＰ検索ボタン６０２」がタッチされる
と、画面Ｃに画面が移る。画面Ｃで「ＬＤＡＰサーバ選択ボタン６１１」がタッチされる
と、画面Ｄに画面が移り、画面ＤでＬＤＡＰサーバが選択されて「ＯＫボタン６２１」が
タッチされると、画面Ｃに画面が戻る。画面Ｃで「ＬＤＡＰ検索条件入力ボタン６１２」
がタッチされると、画面Ｅに画面が移り、画面ＥでＬＤＡＰ検索条件が入力されて「ＯＫ
ボタン６２２」がタッチされると、画面Ｆに画面が移り、やがてユーザ情報が表示される
ことになる。画面Ｄで「ＯＫボタン６２１」にタッチする操作が、サーバ情報の取得処理
を開始する契機となる操作に相当して、画面Ｅで「ＯＫボタン６２２」にタッチする操作
が、ユーザ情報の取得処理（検索処理）を開始する契機となる操作に相当する。
【００８５】
　図１１は、ＬＤＡＰサーバ４０１からＵＣＳ１６８に応答（Ｓ５０）された検索結果、
すなわち、ＵＣＳ１６８によりＬＤＡＰサーバ４０１から取得されたユーザ情報を表す。
ユーザ情報の取得項目は「ｃｎ」「ｓｎ」「ｇｉｖｅｎＮａｍｅ」「ｍａｉｌ」「ｆａｃ
ｓｉｍｉｌｅＴｅｌｅｐｈｏｎｅＮｕｍｂｅｒ」等である。ＬＤＡＰサーバ４０１は、ユ
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ーザ情報を「ｃｎ」「ｓｎ」「ｇｉｖｅｎＮａｍｅ」「ｍａｉｌ」「ｆａｃｓｉｍｉｌｅ
ＴｅｌｅｐｈｏｎｅＮｕｍｂｅｒ」等の管理項目（属性）の項目値（属性値）として管理
するからである。なお、正確には日本語等のＡＳＣＩＩ文字以外の文字はＢａｓｅ６４形
式で符号化された上で記述されるが、図１１では便宜上省略した。
【００８６】
　図１の融合機１０１では、ＵＣＳ１６８によってＬＤＡＰサーバ４０１から取得された
ユーザ情報のデータ構造は、Ｓ５０の処理とＳ６０の処理との間（図７，８）に、ＵＣＳ
１６８によって図１１のようなデータ構造から図６のようなデータ構造に変換（Ｓ５５）
される。ＵＣＳ１６８はその際、ＬＤＡＰサーバ４０１から取得されたユーザ情報の取得
項目を、融合機１０１でのユーザ情報の管理項目に置換する。ＬＤＡＰサーバ４０１での
ユーザ情報の管理項目と融合機１０１でのユーザ情報の管理項目とが異なるからである。
例えば、ＬＤＡＰサーバ４０１ではメールアドレスは「ｍａｉｌ」という管理項目の項目
値として管理（図１１）されるが、融合機１０１ではメールアドレスは「メール宛先」と
いう管理項目の項目値として管理（図５，６）される。
【００８７】
　図１２は、図１０の画面遷移図に続く画面遷移図である。図１０の画面Ｆから図１２の
画面Ｇにやがて画面が移る。
【００８８】
　画面Ｇには、ＵＣＳ１６８からスキャナアプリ１４３等に提供（Ｓ８０）されたユーザ
情報が表示される。画面Ｇにてユーザ「鈴木太郎」がタッチされて「詳細ボタン６３１」
がタッチされると、画面Ｈに画面が移る。画面Ｈには、ＵＣＳ１６８からスキャナアプリ
１４３等に提供（Ｓ８０）されたユーザ「鈴木太郎」のユーザ情報の詳細が表示される。
画面Ｈにて「詳細閉じるボタン６３２」がタッチされると、画面Ｇに画面が戻る。画面Ｇ
や画面Ｈに表示されるユーザ情報は、ＬＤＡＰサーバ４０１からＵＣＳ１６８に応答（Ｓ
５０）された検索結果、すなわち、ＵＣＳ１６８によってＬＤＡＰサーバ４０１から取得
されたユーザ情報である。ただし、ＵＣＳ１６８によってＬＤＡＰサーバ４０１から取得
されたユーザ情報そのままではなく、ＬＤＡＰサーバ４０１から取得されたユーザ情報の
取得項目が融合機１０１でのユーザ情報の管理項目に置換されたものである。例えば、Ｌ
ＤＡＰサーバ４０１から取得されたユーザ情報の取得項目「ｍａｉｌ」は、融合機１０１
でのユーザ情報の管理項目「メール宛先」に置換されている。
【００８９】
　（ユーザ認証）
　図１の融合機１０１のユーザ認証について説明する。
【００９０】
　図１３は、本発明の実施例に該当するＰＣ７０１を表す。図１３のＰＣ７０１は、ＰＣ
本体７１１と、ディスプレイ７１２と、キーボード７１３と、マウス７１４等により構成
されている。ＰＣ本体７１１には、図１４のように、ＣＰＵ７２１と、ＲＯＭ７２２と、
ＲＡＭ７２３と、ＮＶＲＡＭ７２４と、ＨＤＤ７２５と、ＭＯＤＥＭ７２６と、ＮＩＣ７
２７等が存在している。ＨＤＤ７２５には、図１５のように、オペレーティングシステム
７３１と、融合機端末用アプリ７３２等がインストールされている。
【００９１】
　図１の融合機１０１と図１３のＰＣ７０１は、図１６のように、３台のＬＤＡＰサーバ
４０１（ＬＤＡＰサーバＡ，Ｂ，Ｃ）とネットワーク４１１で接続されており、ＬＤＡＰ
サーバ４０１のクライアント（ＬＤＡＰクライアント）として機能することができる。図
１の融合機１０１と図１３のＰＣ７０１は、図１６のように、ネットワーク４１１で相互
接続されている。
【００９２】
　以上の説明を踏まえて、図１３のＰＣ７０１の融合機端末用アプリ７３２について説明
する。融合機端末用アプリ７３２は、ＰＣ７０１を融合機１０１の端末として機能させる
ためのアプリケーションである。融合機端末用アプリ７３２には、図１７のように、融合
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機１０１の端末としての制御を行う融合機制御部７４１と、ＬＤＡＰサーバ４０１のクラ
イアントとしての制御を行うＬＤＡＰ制御部７４２等が存在する。後述の認証設定画面，
利用制限設定画面，グループ設定画面を提供する機能はそれぞれ、融合機制御部７４１の
認証設定制御部７５１，利用制限設定制御部７５２，グループ設定制御部７５３が担う。
これらの設定画面はディスプレイ７１２に表示され、これらの設定画面上での設定操作は
キーボード７１３やマウス７１４で行うものとする。
【００９３】
　図１８は、認証設定画面８０１に係る画面遷移図である。認証設定画面８０１は、融合
機１０１を利用するユーザの認証処理に係る設定を融合機１０１内に設定するための設定
画面である。認証設定画面８０１をなす一連の画面同士はアルファベットの添字をもって
互いに区別することにする。
【００９４】
　ボタン８１１は、融合機１０１を利用するユーザの認証を実行しない旨の設定を融合機
１０１内に設定するためのボタンである。ボタン８１３は、融合機１０１を利用するユー
ザの認証を融合機が実行する旨の設定を融合機１０１内に設定するためのボタンである。
ボタン８１４は、融合機１０１を利用するユーザの認証をＮＴサーバに実行させる旨の設
定を融合機１０１内に設定するためのボタンである。ボタン８１５は、融合機１０１を利
用するユーザの認証をＬＤＡＰサーバに実行させる旨の設定を融合機１０１内に設定する
ためのボタンである。
【００９５】
　認証設定画面８０１Ａでボタン８１５をクリックすると、認証設定画面８０１Ｂに画面
が移る。認証設定画面８０１Ｂで「設定」ボタンをクリックすると、融合機１０１を利用
するユーザの認証をＬＤＡＰサーバ４０１に実行させる旨の設定が融合機１０１内に設定
される。以上の処理には、ＰＣ７０１側では主に認証設定制御部７５１が関与し、融合機
１０１側ではＳＣＳ１６９，ＵＣＳ１６８，ＣＣＳ１６７等が関与する。認証処理をどの
ＬＤＡＰサーバに実行させるかの情報、認証処理を実行させるＬＤＡＰサーバのＬＤＡＰ
サーバ情報、は事前に設定しておく。
【００９６】
　図１９は、利用制限設定画面８０２に係る画面遷移図である。利用制限設定画面８０２
は、融合機１０１を利用するユーザの利用制限処理に係る設定を融合機１０１に設定する
ための設定画面である。利用制限設定画面８０２をなす一連の画面同士はアルファベット
の添字をもって互いに区別することにする。なお、図１８の記載事項について説明する際
にはその旨を括弧書きで示す。
【００９７】
　ボタン８２１（図１８）は、融合機１０１を利用するユーザの認証をＬＤＡＰサーバに
実行させる旨の設定を融合機１０１内に設定する場合において、融合機１０１を利用する
ユーザの利用制限解除（利用許可）の設定を融合機１０１内に設定しないためのボタンで
ある。ボタン８２２（図１８）は、融合機１０１を利用するユーザの認証をＬＤＡＰサー
バに実行させる旨の設定を融合機１０１内に設定する場合において、融合機１０１を利用
するユーザの利用制限解除（利用許可）の設定を融合機１０１内に設定するためのボタン
である。
【００９８】
　ボタン８３２は、融合機１０１を利用するユーザの利用制限解除／非解除（利用許可／
不許可）の設定を「ＰＦ開発メンバ分」一度に融合機１０１内に設定するためのボタンで
ある。これにより、融合機１０１を利用するユーザの利用制限解除／非解除（利用許可／
不許可）の設定を「ＰＦ開発グループ毎」に融合機１０１内に設定することができるよう
になる。ボタン８３３は、融合機１０１を利用するユーザの利用制限解除／非解除（利用
許可／不許可）の設定を「Ｃ＆Ｆ開発メンバ分」一度に融合機１０１内に設定するための
ボタンである。これにより、融合機１０１を利用するユーザの利用制限解除／非解除（利
用許可／不許可）の設定を「Ｃ＆Ｆ開発グループ毎」に融合機１０１内に設定することが
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できるようになる。
【００９９】
　ボタン８４１は、融合機１０１のコピー機能の利用許可をＰＦ開発メンバに与える旨の
設定を融合機１０１内に設定するためのボタンである。ボタン８４２は、融合機１０１の
プリンタ機能の利用許可をＰＦ開発メンバに与える旨の設定を融合機１０１内に設定する
ためのボタンである。ボタン８４３は、融合機１０１のスキャナ機能の利用許可をＰＦ開
発メンバに与える旨の設定を融合機１０１内に設定するためのボタンである。ボタン８４
４は、融合機１０１のファクシミリ機能の利用許可をＰＦ開発メンバに与える旨の設定を
融合機１０１内に設定するためのボタンである。
【０１００】
　認証設定画面８０１Ｂ（図１８）でボタン８２２をクリックすると、認証設定画面８０
１Ｃ（図１８）に画面が移る。認証設定画面８０１Ｃ（図１８）で「詳細設定」ボタンを
クリックすると、利用制限設定画面８０２Ａに画面が移る。利用制限設定画面８０２Ａで
ボタン８３２をクリックすると、利用制限設定画面８０２Ｂに画面が移る。利用制限設定
画面８０２Ｂで「機能設定」ボタンをクリックすると、利用制限設定画面８０２Ｃに画面
が移る。利用制限設定画面８０２Ｃでボタン８４４をクリックすると、利用制限設定画面
８０２Ｄに画面が移る。利用制限設定画面８０２Ｄで「設定」ボタンをクリックすると、
利用制限設定画面８０２Ｅに画面が移る。利用制限設定画面８０２Ｅで「設定」ボタンを
クリックすると、認証設定画面８０１Ｄ（図１８）に画面が移る。認証設定画面８０１Ｄ
（図１８）で「設定」ボタンをクリックすると、融合機１０１のファクシミリ機能の利用
許可をＰＦ開発メンバに与える旨の設定が融合機１０１に設定される。すなわち、融合機
１０１のファクシミリ機能の利用制限解除（利用許可）の設定が「ＰＦ開発グループ毎」
に融合機１０１に設定される。以上の処理には、ＰＣ７０１側では主に利用制限設定制御
部７５２が関与し、融合機１０１側ではＳＣＳ１６９，ＵＣＳ１６８，ＣＣＳ１６７等が
関与する。
【０１０１】
　図２０は、グループ設定画面８０３に係る画面遷移図である。グループ設定画面８０３
は、ＬＤＡＰサーバ４０１にユーザ情報が管理されているユーザのグループを融合機１０
１内に設定するための設定画面である。グループ設定画面８０３をなす一連の画面同士は
アルファベットの添字をもって互いに区別することにする。なお、図１８と図１９の記載
事項について説明する際にはその旨を括弧書きで示す。
【０１０２】
　グループ設定画面８０３では、ＬＤＡＰサーバにユーザ情報が管理されているユーザの
グループを設定することができる。利用制限設定画面８０２（図１９）で登場した「ＰＦ
開発グループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」は、このようなグループの例に相当するもので
あり、ＬＤＡＰサーバにユーザ情報が管理されている「ＰＦ開発メンバ」や「Ｃ＆Ｆ開発
メンバ」で構成される。
【０１０３】
　グループ設定画面８０３では、あるユーザがグループメンバか否かが、ＬＤＡＰサーバ
に管理されているそのユーザのユーザ情報が所定の属性に所定の属性値が格納されている
か否かに係る「条件」をクリアするか否か、で規定されるようなグループを設定すること
ができる。例えば、ｏｕ＝ＰＦ「属性ｏｕに属性値ＰＦが格納されているか否か」という
具合である。例えば、ｏｕ＝Ｃ＆Ｆ「属性ｏｕに属性値Ｃ＆Ｆが格納されているか否か」
という具合である。例えば、｜（ｏｕ＝ＰＦ）（ｏｕ＝Ｃ＆Ｆ）「属性ｏｕに属性値ＰＦ
が格納されているか否か，又は，属性ｏｕに属性値Ｃ＆Ｆが格納されているか否か」とい
う具合である。例えば、＆（ｏｕ＝ＰＦ）（ｍａｉｌ＝＊ｒ．ｃｏ．ｊｐ）「属性ｏｕに
属性値ＰＦが格納されているか否か，及び，属性ｍａｉｌ後方に属性値ｒ．ｃｏ．ｊｐが
格納されているか否か」という具合である。グループ設定画面８０３で設定されるグルー
プにつき、あるユーザがあるグループに属するか否かは、そのユーザのユーザ情報がその
グループに係る上記のような「条件」をクリアするか否かで規定されるのである。
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【０１０４】
　ボタン８５１は、グループ設定画面８０３として、上記のような「条件」の設定操作を
文字入力操作（キーボード操作）で行うようなグループ設定画面８０３を表示するための
ボタンである。ボタン８５２は、グループ設定画面８０３として、上記のような「条件」
の設定操作を表示物選択操作（マウス操作）で行うようなグループ設定画面８０３を表示
するためのボタンである。
【０１０５】
　利用制限設定画面８０２Ａ又はＥ（図１９）で「新規追加」ボタンをクリックすると、
グループ設定画面８０３Ａに画面が移る。グループ設定画面８０３Ａでは、上記のような
条件の設定操作を文字入力操作で行うことができる。グループ設定画面８０３Ａでボタン
８５２をクリックすると、グループ設定画面８０３Ｂに画面が移る。グループ設定画面８
０３Ｂでは、上記のような条件の設定操作を表示物選択操作で行うことができる。
【０１０６】
　グループ設定画面８０３Ｂ，Ｃ，Ｄは、ｏｕ＝ＰＦ「属性ｏｕに属性値ＰＦが格納され
ているか否か」という条件の設定操作を「属性」の選択操作と「属性値」の選択操作で行
う様子を表す。グループ設定画面８０３Ｂで「属性」の「ｏｕ」をクリックすると、グル
ープ設定画面８０３Ｃに画面が移る。グループ設定画面８０３Ｃで「属性値」の「ＰＦ」
をクリックして「一致条件」の「一致」をクリックすると、グループ設定画面８０３Ｄに
画面が移る。
【０１０７】
　グループ設定画面８０３Ｄ，Ｅ，Ｆは、これに続いて（＆（ｍａｉｌ＝＊＠ｒ．ｃｏ．
ｊｐ）（｜（ｏｕ＝ＰＦ）（ｏｕ＝Ｃ＆Ｆ）））という条件の設定操作を「属性」の選択
操作と「属性値」の選択操作と「ＡＮＤ，ＯＲ，ＮＯＴ」の選択操作で行う様子を表す。
グループ設定画面８０３Ｄで「操作」の「ＯＲで追加」をクリックすると、グループ設定
画面８０３Ｅに画面が移る。以下、同様の操作を繰り返すことで、グループ設定画面８０
３Ｆに画面が移る。
【０１０８】
　グループ設定画面８０３Ａ，Ｄ，Ｅ，Ｆで「設定」ボタンをクリックすると、利用制限
設定画面８０２Ａ又はＥ（図１９）に画面が移る。利用制限設定画面８０２Ａ又はＥ（図
１９）で「設定」ボタンをクリックすると、認証設定画面８０１Ｄ（図１８）に画面が移
る。認証設定画面８０１Ｄ（図１８）で「設定」ボタンをクリックすると、あるユーザが
グループメンバか否かがＬＤＡＰサーバに管理されているそのユーザのユーザ情報が所定
の属性に所定の属性値が格納されているか否かに係る「条件」をクリアするか否かで規定
されるようなグループが、融合機１０１内に設定される。以上の処理には、ＰＣ７０１側
では主にグループ設定制御部７５３が関与し、融合機１０１側ではＳＣＳ１６９，ＵＣＳ
１６８，ＣＣＳ１６７等が関与する。
【０１０９】
　図２１は、グループを複製する複製操作について説明するための画面図である。図１９
にて、利用制限設定画面８０２Ａで「ＰＦ開発メンバ」ボタンをクリックすると利用制限
設定画面８０２Ｂに画面が移り、利用制限設定画面８０２Ｂで「複製」ボタンをクリック
すると、図２１の利用制限設定画面８０２Ｆに画面が移る。これで「ＰＦ開発グループ」
が複製されたことになる。複製は、ＰＦ開発メンバ内のＵＣＳメンバで構成される「ＰＦ
開発ＵＣＳグループ」を設定する場合等のように、あるグループに係る条件を引き継いで
他のグループを設定する場合等に利用される。
【０１１０】
　図２２は、グループを削除する削除操作について説明するための画面図である。図１９
にて、利用制限設定画面８０２Ａで「ＰＦ開発メンバ」ボタンをクリックすると利用制限
設定画面８０２Ｂに画面が移り、利用制限設定画面８０２Ｂで「削除」ボタンをクリック
すると、図２２の利用制限設定画面８０２Ｇに画面が移る。これで「ＰＦ開発グループ」
が削除されたことになる。
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【０１１１】
　図２３は、グループに属するユーザを参照する参照操作について説明するための画面図
である。図１９にて、利用制限設定画面８０２Ａで「ＰＦ開発メンバ」ボタンをクリック
すると利用制限設定画面８０２Ｂに画面が移って、利用制限設定画面８０２Ｂで「メンバ
参照」ボタンをクリックすると、図２３の利用制限設定画面８０２Ｈに画面が移る。この
ようにして「ＰＦ開発グループ」に属するユーザを参照することができる。
【０１１２】
　図２４は、図２３の利用制限設定画面８０２Ｈの表示処理に係るシーケンス図である。
利用制限設定画面８０２Ａで「ＰＦ開発メンバ」ボタンをクリックすると、利用制限設定
画面８０２Ｂに画面が移り、利用制限設定画面８０２Ｂで「メンバ参照」ボタンをクリッ
クすると、融合機制御部７４１からＬＤＡＰ制御部７４２にユーザ情報の検索要求が送信
（Ｓ１１０）される。これに応じて、ＬＤＡＰ制御部７４２からＬＤＡＰサーバ４０１に
検索操作が要求（Ｓ１２０）される。これに応じて、ＬＤＡＰサーバ４０１からＬＤＡＰ
制御部７４２に検索結果が応答（Ｓ１３０）される。これに応じて、ＬＤＡＰ制御部７４
２から融合機制御部７４１にユーザ情報が提供（Ｓ１４０）される。これに応じて、利用
制限設定画面８０２Ｈに画面が移る。ＬＤＡＰ検索条件（フィルタ）としては、ＰＦ開発
メンバが検索されるようなＬＤＡＰ検索条件が使用される。すなわち、ＰＦ開発グループ
を規定する条件としてグループ設定画面８０３で設定された条件が使用される。
【０１１３】
　融合機端末用アプリ７３２は、グループ設定画面８０３としてさらに、グループの操作
を「グループアイコン」のアイコン操作と「階層アイコン」のアイコン操作で行うような
グループ設定画面８０３を提供することができる。すなわち、グループの「階層構造」を
取り扱うようなグループ設定画面８０３を提供するものである。なお、グループアイコン
とはグループを表すアイコンであり、階層アイコンとはグループの階層を表すアイコンで
ある。
【０１１４】
　図２５は、上記のグループ設定画面８０３に係る画面図である。図２５のグループ設定
画面８０３Ｇには、追加，編集，関連，メンバ参照，複製，削除，移動等のボタンが存在
する。複製ボタンによる複製操作，削除ボタンによる削除操作，メンバ参照ボタンによる
参照操作についてはそれぞれ、図２１，図２２，図２３と同様である。
【０１１５】
　図２６は、追加操作に係る画面遷移図である。グループ設定画面８０３Ｇ（図２５）で
追加ボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｈａのように、階層ボタン８６１
とグループボタン８６２が画面上に登場することになる。グループ設定画面８０３Ｈａで
階層アイコン「階層０」をクリックすると、グループ設定画面８０３Ｈｂに画面が移る。
グループ設定画面８０３ＨｂでＯＫボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｈ
ｃのように、階層アイコン「階層１」が画面に登場することになる。グループ設定画面８
０３Ｈｃでグループボタン８６２をクリックすると、グループ設定画面８０３Ｈｄに画面
が移る。グループ設定画面８０３Ｈｄで階層アイコン「階層１」をクリックすると、グル
ープ設定画面８０３Ｈｅに画面が移る。グループ設定画面８０３Ｈｅは、グループ設定画
面８０３Ａ（図２０）と同様のグループ設定画面８０３であり、グループ設定画面８０３
Ｈｅでは、グループを規定する条件を設定することができる。グループ設定画面８０３Ｈ
ｅで設定ボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｈｆのように、グループアイ
コン「リコー」が画面上に登場することになる。これはすなわち、階層「０」の下位階層
の階層「１」にグループ「リコー」が追加されたことを意味する。
【０１１６】
　図２７は、関連操作に係る画面遷移図である。グループ設定画面８０３Ｇ（図２５）で
関連ボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｉａに画面が移る。なお、説明の
便宜上、種々の追加操作がすでに実行済であるものとする。グループ設定画面８０３Ｉａ
でグループアイコン「リコー」と「ＰＦ開発グループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」をクリ
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ックすると、グループ設定画面８０３Ｉｂに画面が移る。グループ設定画面８０３Ｉｂで
ＯＫボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｉｃのように、グループアイコン
「リコー」と「ＰＦ開発グループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」を結ぶ矢印が画面上に登場
することになる。これは、階層「１」のグループ「リコー」と階層「２」のグループ「Ｐ
Ｆ開発グループ」と階層「２」のグループ「Ｃ＆Ｆ開発グループ」に関連を持たせたこと
を意味する。
【０１１７】
　図２８は、削除操作に係る画面遷移図である。グループ設定画面８０３Ｇ（図２５）で
削除ボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｊａに画面が移る。なお、説明の
便宜上、種々の追加操作がすでに実行済であるものとする。グループ設定画面８０３Ｊａ
でグループアイコン「ＰＦ開発グループ」をクリックすると、グループ設定画面８０３Ｊ
ｂに画面が移る。グループ設定画面８０３ＪｂでＯＫボタンをクリックすると、グループ
設定画面８０３Ｊｃのように、グループアイコン「ＰＦ開発グループ」が画面上から退場
することになる。これは、階層「２」のグループ「ＰＦ開発グループ」を削除したことを
意味する。同時に、グループアイコン「ＰＦ開発グループ」に係る矢印も画面上から退場
することになる。これは、階層「２」のグループ「ＰＦ開発グループ」に係る関連を削除
したことを意味する。
【０１１８】
　図２９は、移動操作に係る画面遷移図である。グループ設定画面８０３Ｇ（図２５）で
移動ボタンをクリックすると、グループ設定画面８０３Ｋａに画面が移る。なお、説明の
便宜上、種々の追加操作がすでに実行済であるものとする。グループ設定画面８０３Ｋａ
でグループアイコン「ＰＦ開発グループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」をクリックすると、
グループ設定画面８０３Ｋｂに画面が移る。グループ設定画面８０３ＫｂでＯＫボタンを
クリックすると、グループ設定画面８０３Ｋｃのように、グループアイコン「ＰＦ開発グ
ループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」の位置が画面上で移動することになる。グループアイ
コン「ＰＦ開発グループ」と「Ｃ＆Ｆ開発グループ」に係る矢印の位置はそのままの位置
に留まる。
【０１１９】
　図３０は、図２５のグループ設定画面８０３で設定されたグループの階層構造を表す。
グループアイコンがグループを表し、グループアイコン同士を結ぶ矢印がグループ同士の
関連を表す。グループアイコンＡからグループアイコンＢに向かう矢印が存在する場合、
すなわち、グループＡからグループＢに向かう関連が存在する場合、グループＡを規定す
る条件がグループＢを規定する条件に引き継がれることになる。例えば、グループ「ＰＦ
開発グループ」を規定する条件は、グループ「リコー」を規定する条件を引き継いで（＆
（ｏ＝ＲＩＣＯＨ）（ｏｕ＝ＰＦ））となる。例えば、グループ「ＵＣＳチーム」を規定
する条件は、グループ「リコー」を規定する条件とグループ「ＰＦ開発メンバ」を規定す
る条件を引き継いで（＆（＆（ｏ＝ＲＩＣＯＨ）（ｏｕ＝ＰＦ））（ｏｕ＝ＵＣＳ））と
なる。
【０１２０】
　図３１は、図２５のグループ設定画面８０３で設定されたグループに係るＸＭＬ（ｅＸ
ｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）データを表す。図２５のグループ
設定画面８０３で設定されたグループは、図３１のように、ＸＭＬで記述されてＳＯＡＰ
（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）により融合機１０１
内に設定される。グループ情報の設定項目は「グループ名称」「グループ条件」「グルー
プＩＤ」「上位グループの個数」「上位グループのグループＩＤ」等である。
【０１２１】
　融合機１０１では、ＵＣＳ１６８により、ＸＭＬデータからグループを規定する条件を
生成する「条件生成処理」が実行される。図３２は、条件生成処理に係るフローチャート
図である。最初に、条件生成対象のグループに上位グループが存在する場合（Ｓ２１０）
には、条件生成対象のグループの条件にその上位グループの条件をＡＮＤで追加（Ｓ２２
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０）する。更に、先程登場した上位グループに上位グループが存在する場合（Ｓ２３０）
には、条件生成対象のグループの条件にその上位グループの条件をＡＮＤで追加（Ｓ２２
０）する。このような処理を、上位グループが存在しなくなるまで繰り返す。なお、同位
の上位グループが１個の場合には、その上位グループの条件をＡＮＤで追加して、同位の
上位グループが２個以上の場合には、それらの上位グループの条件同士のＯＲをＡＮＤで
追加する。このように、条件生成対象のグループの条件に上位グループの条件をＡＮＤで
追加していくのではなく、条件生成対象のグループの条件に下位グループの条件をＯＲで
追加していくようにしてもよい。
【０１２２】
　図３３は、複数個のグループを１個のグループに併合する併合操作と、１個のグループ
を複数個のグループに分割する分割操作について説明するための図である。図２５のグル
ープ設定画面８０３では例えば、グループアイコンのドラッグ操作によってグループ同士
を併合することができる。図３３は、グループ「ＰＦ開発グループ」にグループ「Ｃ＆Ｆ
グループ」を併合した様子をグループ情報の側面から説明するための図である。グループ
「ＰＦ開発グループ」のグループ条件は、併合前には（ｏｕ＝ＰＦ）だったものが、グル
ープ「Ｃ＆Ｆ開発グループ」のグループ条件を取り込むことで、併合後には（｜（ｏｕ＝
ＰＦ）（ｏｕ＝Ｃ＆Ｆ））となっている。図３３のように、併合操作の逆の操作が分割操
作になる。
【０１２３】
　図１８のような設定操作により、融合機１０１内には、融合機１０１を利用するユーザ
の認証をＬＤＡＰサーバ４０１に実行させる旨の設定が設定される。図１９のような設定
操作により、融合機１０１内には、融合機１０１のファクシミリ機能の利用許可の設定が
「ＰＦ開発グループ毎」に設定される。図２０のような設定操作によって、融合機１０１
内には、あるユーザが「ＰＦ開発グループ」に属するか否かが、ＬＤＡＰサーバ７０１に
管理されているそのユーザのユーザ情報が条件「ｏｕ＝ＰＦ」をクリアするか否かで規定
されるような「ＰＦ開発グループ」が設定される。
【０１２４】
　図３４は、融合機１０１を利用するユーザの認証処理と利用制限処理に係るシーケンス
図である。融合機１０１を利用するユーザが融合機１０１にログインすべく融合機１０１
に認証情報を入力すると、ＳＣＳ１６９からＣＣＳ１６７に認証要求が送信（Ｓ３１０）
される。これに応じて、ＣＣＳ１６７からＬＤＡＰサーバ４０１に認証操作が要求（Ｓ３
２０）される。これに応じて、ＬＤＡＰサーバ４０１からＣＣＳ１６７に認証結果が応答
（Ｓ３３０）される。続いて、ＣＣＳ１６７からＵＣＳ１６８に利用制限情報取得要求が
送信（Ｓ４１０）される。これに応じて、ＵＣＳ１６８からＬＤＡＰサーバ４０１に上記
のユーザのユーザ情報の検索操作が要求（Ｓ４２０）される。これに応じて、ＬＤＡＰサ
ーバ４０１からＵＣＳ１６８に上記のユーザのユーザ情報の検索結果が応答（Ｓ４３０）
される。これに応じて、ＵＣＳ１６８は、融合機１０１の各機能の利用許可が上記ユーザ
に与えられているか否かの「利用制限情報」を作成（Ｓ４４０）する。これに応じて、Ｕ
ＣＳ１６８からＣＣＳ１６７に利用制限情報が提供（Ｓ４５０）される。これに応じて、
ＣＣＳ１６７は、融合機１０１の各機能のチケットを作成（Ｓ５１０）して配布（Ｓ５２
０）する。
【０１２５】
　図３５は、利用制限情報の作成処理（Ｓ４４０）に係るフローチャート図である。融合
機１０１内には、融合機１０１の各機能の利用許可の設定が「グループ毎」に設定されて
いる。ＵＣＳ１６８は、利用許可の設定が存在する場合（Ｓ６１０）にはまず、１個目の
利用許可の設定情報を取得（Ｓ６２０）して、上記のユーザが１個目の利用許可の設定に
係るグループメンバか否かを判断（Ｓ６３０）する。ＵＣＳ１６８は、上記のユーザが１
個目の利用許可の設定に係るグループメンバである場合（Ｓ６４０）には、１個目の利用
許可の設定情報から利用制限情報を作成（Ｓ６５０）する。ＵＣＳ１６８は、次の利用許
可の設定が存在する場合（Ｓ６６０）には、次の利用許可の設定情報を取得（Ｓ６７０）
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して、以下同様の処理を繰り返す。
【０１２６】
　なお、融合機１０１内に設定されたグループを、融合機１０１を利用するユーザの認証
処理や利用制限処理で使用するだけでなく、メール宛先やＦＡＸ宛先等の「宛先」として
使用するようにしてもよい。図３６は、融合機１０１内に設定されたグループを「宛先」
として使用する処理に係るシーケンス図である。融合機１０１内に設定されたグループを
宛先として選択すると、スキャナアプリ１４３等からＳＣＳ１６９にグループ選択要求が
送信（Ｓ７１０）される。これに応じて、ＳＣＳ１６９からＵＣＳ１６８にグループ情報
の取得要求が送信（Ｓ７２０）される。これに応じて、ＵＣＳ１６８からＬＤＡＰサーバ
４０１にグループに属するユーザのユーザ情報の検索操作が要求（Ｓ７３０）される。こ
れに応じて、ＬＤＡＰサーバからＵＣＳ１６８にグループに属するユーザのユーザ情報の
検索結果が応答（Ｓ７４０）される。これに応じて、ＵＣＳ１６８からＳＣＳ１６９にグ
ループ情報が提供（Ｓ７５０）される。これに応じて、ＳＣＳ１６９からスキャナアプリ
１４３等にグループ選択終了通知が送信（Ｓ７６０）される。ＬＤＡＰサーバ４０１から
検索されたユーザ情報のデータ構造は、図８と同様に、Ｓ７４０の処理とＳ７５０の処理
の間に変換（Ｓ７４５）される。
【０１２７】
　最後に、融合機１０１とＰＣ７０１の役割分担について説明しておく。これまでの説明
では、図１８から図２３の「設定画面」や図２５から図２９の「設定画面」は融合機端末
用アプリ７３２によりＰＣ７０１の画面上に提供されるものとしたが、図１８から図２３
の「設定画面」についてはＳＣＳ１６９により融合機１０１の画面上に提供されるものと
しても構わない。すなわち、グループ設定については主にＰＣ７０１で実行し、認証設定
と利用制限設定については融合機１０１で実行するようにするのである。もちろん、両者
が並存しても構わない。
【０１２８】
　（変形例）
　図１３のＰＣ７０１は、本発明「端末装置」の実施例に該当し、図１３のＰＣ７０１に
よって実行される情報処理は、本発明「情報処理方法」の実施例に該当する。図１５の融
合機端末用アプリ７３２は、本発明「情報処理プログラム」の実施例に該当して、図１５
の融合機端末用アプリ７３２が記録されたＣＤ－ＲＯＭは、本発明「記録媒体」の実施例
に該当する。図１の融合機１０１は、本発明「情報処理装置」の実施例に該当する。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明の実施例に該当する融合機を表す。
【図２】図１の融合機に係るハードウェア構成図である。
【図３】図１の融合機に係る外観図である。
【図４】オペレーションパネルを表す。
【図５】アドレス帳を表す。
【図６】ユーザ情報のデータ構造を表す。
【図７】ユーザ情報の取得処理について説明するためのシステム構成図である。
【図８】ユーザ情報の取得処理について説明するためのシーケンス図である。
【図９】サーバ情報の登録／変更操作について説明するための画面遷移図である。
【図１０】ユーザ情報の取得処理について説明するための画面遷移図である。
【図１１】ＬＤＡＰサーバから取得されたユーザ情報を表す。
【図１２】図１０の画面遷移図に続く画面遷移図である。
【図１３】本発明の実施例に該当するＰＣ（パーソナルコンピュータ）を表す。
【図１４】ＰＣ本体を表す。
【図１５】ＨＤＤを表す。
【図１６】融合機に係るシステム構成図である。
【図１７】融合機端末用アプリに係る機能ブロック図である。
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【図１８】認証設定画面に係る画面遷移図である。
【図１９】利用制限設定画面に係る画面遷移図である。
【図２０】グループ設定画面に係る画面遷移図である。
【図２１】複製操作について説明するための画面図である。
【図２２】削除操作について説明するための画面図である。
【図２３】参照操作について説明するための画面図である。
【図２４】図２３の利用制限設定画面の表示処理に係るシーケンス図である。
【図２５】グループ設定画面に係る画面図である。
【図２６】追加操作に係る画面遷移図である。
【図２７】関連操作に係る画面遷移図である。
【図２８】削除操作に係る画面遷移図である。
【図２９】移動操作に係る画面遷移図である。
【図３０】図２５のグループ設定画面で設定されたグループの階層構造を表す。
【図３１】図２５のグループ設定画面で設定されたグループに係るＸＭＬデータを表す。
【図３２】条件生成処理に係るフローチャート図である。
【図３３】併合操作と分割操作について説明するための図である。
【図３４】認証処理と利用制限処理に係るシーケンス図である。
【図３５】利用制限情報の作成処理に係るフローチャート図である。
【図３６】グループを宛先として使用する処理に係るシーケンス図である。
【図３７】本発明の実施例に該当する情報処理装置を表す。
【符号の説明】
【０１３０】
　１１　情報処理装置
　２１　ハードウェア
　２２　ソフトウェア
　２３　起動部
　３１　アプリケーション
　３２　プラットフォーム
　１０１　融合機
　１１１　ハードウェア
　１１２　ソフトウェア
　１１３　融合機起動部
　１２１　撮像部
　１２２　印刷部
　１２３　その他のハードウェア
　１３１　アプリケーション
　１３２　プラットフォーム
　１３３　アプリケーションプログラムインタフェース
　１３４　エンジンインタフェース
　１４１　コピーアプリ
　１４２　プリンタアプリ
　１４３　スキャナアプリ
　１４４　ファクシミリアプリ
　１４５　ネットワークファイルアプリ
　１５１　コントロールサービス
　１５２　システムリソースマネージャ
　１５３　ハンドラ
　１６１　ネットワークコントロールサービス
　１６２　ファクシミリコントロールサービス
　１６３　デリバリコントロールサービス
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　１６４　エンジンコントロールサービス
　１６５　メモリコントロールサービス
　１６６　オペレーションパネルコントロールサービス
　１６７　サーティフィケーションコントロールサービス
　１６８　ユーザディレクトリコントロールサービス
　１６９　システムコントロールサービス
　１７１　ファクシミリコントロールユニットハンドラ
　１７２　イメージメモリハンドラ
　２０１　コントローラ
　２０２　オペレーションパネル
　２０３　ファクシミリコントロールユニット
　２１１　ＣＰＵ
　２１２　ＡＳＩＣ
　２２１　ＮＢ
　２２２　ＳＢ
　２３１　ＭＥＭ－Ｐ
　２３２　ＭＥＭ－Ｃ
　２３３　ＨＤＤ
　２３４　メモリカードスロット
　２３５　メモリカード
　２４１　ＮＩＣ
　２４２　ＵＳＢデバイス
　２４３　ＩＥＥＥ１３９４デバイス
　２４４　セントロニクスデバイス
　３０１　原稿セット部
　３０２　給紙部
　３０３　排紙部
　３１１　タッチパネル
　３１２　テンキー
　３１３　スタートボタン
　３１４　リセットボタン
　３１５　初期設定ボタン
　３２１　ＡＤＦ
　３２２　フラットベッド
　３２３　フラットベッドカバー
　４０１　ＬＤＡＰサーバ
　４１１　ネットワーク
　４２１　スキャナ操作画面
　４２２　ファクシミリ操作画面
　５０１　初期設定画面
　５０２　システム初期設定画面
　５０３　ＬＤＡＰサーバ登録／変更画面
　５１１　システム初期設定ボタン
　５１２　ＬＤＡＰサーバ登録／変更ボタン
　５１３　設定ボタン
　６０１　ルーペボタン
　６０２　ＬＤＡＰ検索ボタン
　６１１　ＬＤＡＰサーバ選択ボタン
　６１２　ＬＤＡＰ検索条件入力ボタン
　６２１　ＯＫボタン
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　６２２　ＯＫボタン
　６３１　詳細ボタン
　６３２　詳細閉じるボタン
　７０１　ＰＣ
　７１１　ＰＣ本体
　７１２　ディスプレイ
　７１３　キーボード
　７１４　マウス
　７２１　ＣＰＵ
　７２２　ＲＯＭ
　７２３　ＲＡＭ
　７２４　ＮＶＲＡＭ
　７２５　ＨＤＤ
　７２６　ＭＯＤＥＭ
　７２７　ＮＩＣ
　７３１　オペレーティングシステム
　７３２　融合機端末用アプリ
　７４１　融合機制御部
　７４２　ＬＤＡＰ制御部
　７５１　認証設定制御部
　７５２　利用制限設定制御部
　７５３　グループ設定制御部
　８０１　認証設定画面
　８０２　利用制限設定画面
　８０３　グループ設定画面
　８１１　ボタン
　８１２　ボタン
　８１３　ボタン
　８１４　ボタン
　８１５　ボタン
　８２１　ボタン
　８２２　ボタン
　８３１　ボタン
　８３２　ボタン
　８３３　ボタン
　８４１　ボタン
　８４２　ボタン
　８４３　ボタン
　８４４　ボタン
　８５１　ボタン
　８５２　ボタン
　８６１　階層ボタン
　８６２　グループボタン



(25) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(26) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(27) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(28) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】



(29) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】

【図２２】



(30) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】 【図２７】



(31) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】



(32) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】



(33) JP 4383212 B2 2009.12.16

【図３６】 【図３７】



(34) JP 4383212 B2 2009.12.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－０４５２０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１９６９９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０９９３６６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ４１Ｊ　　２９／３８　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　２９／４２　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１２　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　１／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

